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ラット及びモルモットの実験的アレルギー性結膜炎モデルにおける抗アレルギー作用の検討 

試験製剤 ケトチフェン点眼液0.05％｢日東｣ 

標準製剤 ザジテン点眼液0.05％ 

 

＜方法＞ 

ラット及びモルモットの実験的アレルギー性結膜炎モデルを用い、ケトチフェン点眼液 0.05％｢日

東｣とザジテン点眼液 0.05％の抗アレルギー作用について検討を行った。薬剤及び注射用水(コント

ロール)をアレルギー反応惹起 15分前及び５分前にそれぞれ点眼し、その後、抗原を含む色素を静

脈内投与し、結膜への色素漏出量を測定した。 

使用動物 １回投与量(ケトチフェンフマル酸塩としての量) 

ラット(ＳＤ系、雄) ５μL(3.45μg) 

モルモット(Ｈａｒｔｌｅｙ系、雄) 50μL(34.5μg) 

 

＜結果＞ 

ケトチフェン点眼液0.05％｢日東｣及びザジテン点眼液0.05％投与群はコントロール群に対して色素

漏出量の有意な抑制を示し、ケトチフェン点眼液0.05％｢日東｣投与群とザジテン点眼液0.05％投与

群には有意差を認めなかった。以上の結果より、ラット及びモルモット実験的アレルギー性結膜炎

モデルにおいて、両剤は同等の薬理効果を有する製剤であると判断した。 
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